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図１ 呉市阿賀地区 

広島県呉市は，明治 22 年の海軍鎮守府の開庁を機に

戦艦「大和」を建造した東洋一の軍港として繁栄し，

戦後も港湾都市として世界一のタンカーを建造するな

どモノづくりの地域である．本校の位置する広島県呉

市阿賀地区は，500m 四方に７校が立地する文教地区で

ある（図１）．従来，個々の教育理念および教育課程

からそれぞれ独自に活動を行い，この地理的特徴や階

層的関係が十分に活用されてこなかった．近年，地域

に立脚した学校教育と学生教育とがより一層求められ

ており，地域社会との連携をとおした教育実践が求め

られている．これに伴って，本校では公開講座および

テクノセミナーなど科学技術系教育ソフトの提供をと

おして地域連携および地域開放が進みつつある．しか

し，本校学生の９割強（830 名以上）は阿賀地域周辺

以外の出身者であり，地域と連携する，地域に貢献す

るといった能力の育成は，本校のみの閉じた空間では

限界がある．このような認識のもと，学校周辺阿賀地

区の学校および住民との連携による科学技術系教育の

実施，さらに将来地域社会を担うエンジニアの育成を

行う，地域連携を踏まえた教育改善プログラムが必要

であると考えていた． 

そこで本研究では，地域の要望に応えるべく，隣接

する３校（阿賀小学校，阿賀中学校，市立呉高等学校）

においてアンケートを実施し，その要望をとりまとめ

るとともに，本校の特色である工学教育，ものづくり

教育を生かした学校間教育連携について考察を行った． 

 

２．方法 

隣接する３校の教職員を対象にアンケートを実施し

た．１.ＩＴ教育について（１-１．コンピュータ・リ

テラシーは必要ですか．１-２.インターネットを用い

た教育は必要ですか．１-３.パソコンを用いて情報を

整理・分析する教育は必要ですか．１-４.パソコンを

用いて発表・意見交換できる教育は必要ですか．１-

５.パソコンを用いた語学教育は必要ですか．），２.

モノづくりについて（２-１.担当する生徒の職業意識

形成は必要ですか．２-２.外部からのモノづくりの教

育支援は必要ですか．２-３.モノづくりの学習メニュ

ーの開発は必要ですか．２-４.産学連携教育は必要で

すか．），３.連携教育について（３-１.地域住民との

地域連携は必要ですか．３-２.他校との連携教育は必

要ですか．３-３.体験学習を通した地域連携は必要で

すか．３-４.部活動指導など他校学生の派遣は必要で

すか．３-５.学習指導の改善充実など他校教職員間と

の連携は必要ですか．３-６.生徒指導上の地域連携は

必要ですか．）の計 15 問において，それぞれ５段階（か

なり必要，やや必要，どちらともいえない，あまり必

要でない，まったく必要でない）のＳＤ形式で質問を

行った．阿賀小学校から 29 名分，阿賀中学校から 23

名分，市立呉高等学校から 26 名分の回収を行うととも

に（回収率 90％以上），かなり必要とやや必要とを併

せた「必要である」について検討を行った． 

 

３．結果および考察 

３．１ 阿賀小学校からの要望について 

阿賀小学校からのアンケート結果を図２にまとめた． 
※1呉工業高等専門学校

 
ＩＴ教育について，１-１～４において，必要である



が過半数を超えており，コンピュータ・リテラシーを

踏まえたＩＴ教育の必要性がもとめられた． 

モノづくりについて，２-１～２において，必要であ

るが過半数を超えており，児童の職業意識形成やモノ

づくりの外部支援の必要性がもとめられた． 

連携教育について，３-１～６全てにおいて，必要で

あるが総じて 70％を超えており，地域連携や学校間連

携（部活，教員間，生徒指導）の高い必要性がもとめ

られた． 

３．２ 阿賀中学校からの要望について 

阿賀中学校からのアンケート結果を図３にまとめた． 

ＩＴ教育について，１-１～４において，必要である

が 70％を超えており，コンピュータ・リテラシーを踏

まえたＩＴ教育の必要性がもとめられた． 

モノづくりについて，２-１～２において，必要であ

るが過半数を超えており，生徒の職業意識形成やモノ

づくりの外部支援の必要性がもとめられた． 

連携教育について，３-１，３-３，３-５と６におい

て，必要であるが 70％を超えており，地域連携や教員

間連携，生徒指導連携の必要性がもとめられた． 

３．３ 呉高等学校からの要望について 

呉高等学校からのアンケート結果を図４にまとめた． 

ＩＴ教育について，１-１～５全てにおいて，必要で

あるが過半数を超えており，コンピュータ・リテラシ

ーや英語のＩＴ教育の必要性がもとめられた． 

モノづくりについて，２-１～４全てにおいて，必要

であるが過半数を超えており，生徒の職業意識形成や

モノづくりの外部支援，メニュー開発の必要性がもと

められた． 

連携教育について，３-１～６全てにおいて，必要で

あるが総じて 60％を超えており，地域連携や学校間連

携（部活，教員間，生徒指導）の高い必要性がもとめ

られた． 

以上の結果，各学校によって若干要望が異なるもの

の，ＩＴ教育，モノづくりおよび連携教育それぞれに

おいて，地域学校間の教育交流の要求が把握された．

今後は，本校全体の取組として教育交流を実施する必

要がある．その具体的事例として，１．小学校に対す

るＩＴ教育支援，２．中学生に対する科学教育支援，

３．高校生に対する就職活動支援，４．小学生または

中学生に対する地域学習支援，５．中学生または高校

生に対する地域交流支援，６．地域住民に対する科学

力・地域力の向上支援，７．小・中学生への好奇心の

育成など，本校の特色である工学教育，ものづくり教

育を踏まえた学校間教育交流があげられた． 

 

４．おわりに 

本研究により，得られた結果をまとめると以下のよ

うになる． 
１）ＩＴ教育について，３校ともにコンピュータ・リ

テラシーを踏まえたＩＴ教育を必要とした． 
２）ものづくりについて，３校ともに生徒の職業意識

形成やモノづくりの外部支援を必要とした．特に，

高校ではメニュー開発も併せて必要とした． 
３）連携教育について，３校ともに部活，教員間，生

徒指導を必要とした． 

 

 

 
図３ 阿賀中学校からの要望 

 

 
 

図４ 呉高等学校からの要望 

 

 
図２ 阿賀小学校からの要望 


